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あ
る
日
の
宙
工
問
で

九
月
中
旬
の
あ
る
日
、
午
後

一
時
五
十
二
分
美
深
駅
発
の
美

幸
線
列
車
に
乗
る
。
乗
客
は
旅

行
者
三
人
と
辺
渓
・
仁
宇
布

地
区
の
農
家
の
人
が
三
人
。

た
ま
た
ま
、
加
藤
重
美
美
深
駅

長
が
乗
り
合
わ
せ
た
。

市
街
地
を
過
ぎ
る
と
田
園
地

帯
。
山
に
紅
葉
が
始
ま
り
、
豆

類
の
収
種
作
業
が
た
け
な
わ
。

『
た
ま
に
は
車
を
拾
う
け
ど
、

廃
止
か
第
三
セ
ク
タ
ー
転
換
か
の
岐
路
に
立
つ
美
幸
線
。
〃
最
後
通
告
“
を
チ
ラ
つ
か
せ
る

国
鉄
。
専
門
委
員
会
を
設
置
し
て
、
美
幸
線
な
ど
四
線
の
将
来
展
望
に
つ
い
て
協
議
を
始
め
た

道
。
美
深
ｌ
仁
宇
布
間
二
十
一
・
二
キ
ロ
の
部
分
開
通
か
ら
一
工
生
１
１
存
廃
を
巡
る
動
き
は
い

ま
大
詰
め
を
迎
え
て
い
る
。
国
鉄
や
道
、
セ
ク
タ
ー
転
換
を
訴
え
る
期
成
会
の
動
き
に
対
す
る

声
を
、
美
深
町
内
や
沿
線
の
町
で
追
っ
て
み
た
。

（
滝
川
康
治
記
者
）

こ
れ
に
乗
ら
な
か
っ
た
ら
足
が

な
い
。
〈
美
幸
線
は
）
残
し
て

も
ら
っ
た
ほ
う
が
い
い
…
』
ｌ

仁
宇
布
で
酪
農
を
営
む
初
老
の

男
性
が
話
す
。
『
こ
れ
だ
け
の

客
で
国
鉄
に
は
気
の
毒
だ
ね
。

で
も
、
私
ら
に
は
列
車
し
か
な

い
。
汽
車
賃
を
上
げ
て
も
、
長

く
走
ら
せ
て
ほ
し
ど
と
初
老

の
農
婦
。
『
市
街
の
人
は
廃
止

さ
れ
て
も
困
ら
な
い
か
ら
、
関

心
が
薄
い
ら
し
い
。
宗
谷
線
な

ら
、
び
っ
く
り
す
る
ん
だ
ろ
う

I
P

I

・
鯛
Ｌ
二
・
一
一
恥
．
‐
‐
‐
Ｌ
０
Ｄ
咽
’
・
Ｄ
９
Ｊ
Ｉ
９
Ｊ
０
ｕ
■
■
岬
６
‐
，
‐
．
Ｉ
Ｅ
Ｆ
ｊ
・
■
Ｊ
■
Ｉ
‐
４
‐
Ｆ
‐
Ⅱ
Ｊ

、
４
１
０
Ｊ

ね
』
と
い
い
、
辺
渓
駅
で
下
車

し
た
。三
人
の
旅
行
客
は
『
特
に
鉄

道
に
魅
力
あ
る
わ
け
じ
ゃ
な
い

け
ど
、
乗
っ
て
み
た
』
『
軌
道
時

代
の
名
残
が
あ
る
と
思
っ
て
…
。

人
が
少
な
い
か
ら
廃
止
さ
れ

て
も
仕
方
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
』
・
い
ず
れ
も
仁
宇
布
駅
で

す
ぐ
折
り
返
す
と
い
う
。

『
夏
の
間
、
こ
の
列
車
は
旅

行
客
が
け
つ
こ
う
多
い
。
で
も

松
山
湿
原
ま
つ
り
の
乗
客
数
は

減
っ
た
し
…
。
仁
宇
布
の
民
宿

〃
山
賊
の
家
“
も
春
で
や
め
た

そ
う
で
す
ね
。
行
き
止
ま
り
な

の
で
目
玉
が
な
い
と
…
』
Ｉ
加

鰯
朏
羅
湖
謹
胤
蕊
鉄
路
に
強
い
期
待
蕊
溌
雛
川
鮮
棚
灘
蓮
擁
端
蕊
轄
綿
詳
爆
蕊
帆
鯛
鱸
締

人
も
い
な
い
。
『
鉄
道
は
豪
雪
時
に
住
民
の
僕
な
ど
〃
交
通
弱
者
〃
の
足
を
よ
る
と
、
開
業
十
五
年
後
の
第
し
て
ほ
し
い
』
蓮
沼
さ
ん
）
と

列
車
は
仁
字
布
駅
で
折
り
返
命
綱
だ
っ
た
。
仁
宇
布
の
者
な
直
撃
す
る
。
『
今
こ
そ
行
政
の
三
セ
ク
タ
ー
の
単
年
度
赤
字
は
期
待
を
寄
せ
る
。

①

ら
雪
に
閉
じ
込
め
居
れ
た
生
活
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
必
要
だ
』
と
三
億
一
千
万
～
四
億
二
千
万
円
美
幸
線
な
ど
四
線
の
行
方
を

体
験
が
必
ず
あ
る
。
鉄
道
に
対
蓮
沼
さ
ん
は
言
い
切
る
。
と
厳
し
い
数
字
が
並
ぶ
。
沿
線
巡
っ
て
、
道
の
小
委
員
会
が
こ

す
る
大
き
な
期
待
を
抱
い
て
い
今
、
美
幸
線
敷
設
促
進
期
成
三
町
の
試
算
結
果
と
は
大
き
な
十
二
日
に
初
会
合
を
開
い
た
。

住
符
二
騨
譲
謹
繩
窒
鑪
灌
籠
懸
隔
滋
等
で
火
の
雪
議
鯉
増
巽
唖

削
矧
知
澤
鮭
澤
、
鉄
騨
議
鱸
霊
譲
舞
譲
舞
騨
議
蕊

一
る

一
た

口
車
ぬ
い
匹
町
蓮
沼
さ
ん
ら
は
、
沿
線
住
民
ク
タ
ー
運
営
は
可
能
で
は
…
。
答
え
を
出
す
べ
き
だ
。
一
茨
、
幸
線
は
今
、
瀬
戸
際
に
立
つ
。

し
、
山
合
い
を
下
る
。
帰
路
は

三
人
の
旅
行
者
と
地
元
の
人
。

辺
渓
駅
で
町
議
の
阿
部
隆
さ
ん

夫
妻
が
乗
っ
た
。 道の検討結果に期待
豪雪時に住民の支えに

の
立
場
で
存
続
を
訴
え
続
け
て

い
る
。
国
鉄
の
切
り
捨
て
策
へ

の
反
発
は
根
強
い
。
ざ
－
カ

ル
線
を
切
っ
て
も
、
国
鉄
全
体

の
赤
字
対
策
に
な
ら
な
い
。
火

事
場
に
水
を
か
け
る
だ
け
の
話

で
、
禍
根
を
残
さ
な
い
か
・
・
・
。

関
係
機
関
は
選
択
の
道
を
誤
っ

■
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囚
目
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田
圃
駕
舞
藻
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罐
弾
溌
溺
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群
罐
職
諏
溌
辞

仁
学
布
駅
か
ら
先
は
鉄
床
だ
け
が
枝
幸
ま
で
締
く
（
上
）
列
車
内
に
は
人
影
は
ま
ば
ら
、
交
通
弱
者
に
と
っ
て
貴
重
な
足
だ

叩
Ⅲ
Ｊ
川
Ⅱ
‐
．
１
句
卜
ｂ
■
Ｔ
Ｊ
，
４
日
Ｉ
。

鉄
道
に
自
動
車
の
自
由
性
を
プ

ラ
ス
す
る
方
法
が
あ
る
。
将
来

的
に
は
、
車
を
積
ん
で
走
る
方

式
や
本
数
を
増
や
し
て
住
民
ニ

ー
ズ
に
こ
た
え
る
と
か
…
。
国

鉄
と
は
違
う
独
自
の
や
り
方
と

交
通
行
政
の
配
慮
が
あ
れ
ば
、

セ
ク
タ
ー
運
営
は
可
能
だ
』
と

や
い
ば
晶
溺

鼬

Ｋ
■
Ⅱ
■
‘
‐
‐
守
．
‐
Ｉ
Ｌ
ｆ
Ｉ

蕊
識
罐
辮
癖
鰯
騨
癖
謬鱗

くど÷ま

義

理
評
即
恥
鈎

●
■
や
。
Ｐ
■

％
ロ
ヂ
ウ

；：F：
｡:･詩･I

蕊
::：：
｡f･認・：
D●■哩

1泌託鍵

／
I

●
一
■
■
■
■
ｑ

ｅ
■
■
■
■
●

一
一

の
●

一
一

●
●

一
一

■
●

一
一

●
●

一
一

●
■

一
一

●
①

一
一

‐
●
●

一
一

口
●

一
一

■
。

一
一

の
●

一
一

ロ
ロ

ー
ー

ロ
ロ

一
一

。
●

一
一

口
●

一
一

●
●

一
一

■
●

一
一

。
ｍ
■

一
一

垂
■

一
一

⑧
■

一
一

■
■

一
一

口
卓

一
一

●
●

一
一

●
の

一
一

鱈
■

一
一

一



－－－－一五一一一巳一一一一一一一一一一一一一一一-一一一一一坐一一一＝－－一一一~一勺＝ー－－ﾜー －

潟1 (昭和29年3月13日第3種郵便物認可）

。一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一
‐

一
一

一
・
’

一
一

一
一
、

一
一

一
一
・

一
一
ゞ

一
一

一
一

一
一

一
一
ゞ

一
一

一
一

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｕ
６
■
■
■
■
Ｂ
Ｇ
■
■
■
■
■
－
９
■
■
■
■
■
ｇ
■
■
■
■
■
０
■
■
■
■
８
９
■
■
■
■
Ｕ
■
■
■
■
■
■
●
■
■
■
■
ｇ
●
■
■
日
Ⅱ
８
０
■
■
■
■
■
●
毎
■
■
■
０
●
■
■
■
■
■
●
■
■
■
■
■
●
■
■
■
■
■
■
０
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
０
－
■
■
■
■
■
ｇ
■
■
■
■
■
●
■
■
■
■
■
ｇ
●
一
■
■
■
■
■
●
■
■
■
■
■
●
■
■
■
■
■
■
日
■
■
■
■
ｇ
■
■
■
■
■
●
●
■
■
■
■
Ｕ
■
■
■
■
■
■
、
■
■
■
■
■
●
■
■
■
■
Ｕ
Ｂ
Ｄ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
●
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｕ
●
■
■
■
■
■
●
■
■
■
■
■
■

●

●
■
■
■
■
■
、
■
■
■
■
■
８
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
８
■
■
■
■
■
ｇ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
６
日
■
■
■
■
●
■
■
■
■
■
ｑ
■
■
■
■
■
９
－
■
■
■
■
■
０
８
■
日
日
０
，
■
■
■
■
■
■
■
Ｂ
■
■
■
Ｇ
■
■
■
■
■
●
■
■
■
■
■
●
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
８
口
■
■
■
■
●
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
８
日
■
■
■
■
■
０
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ｇ
ｏ
■
■
■
■
■
●
■
■
■
■
Ｕ
●
■
■
■
■
８
０
凸
■
■
■
■
■
８
６
■
■
■
■
■
■
■
■
■
０
－
■
Ｂ
■
■
■
Ｕ
■
■
■
■
■
■
Ｄ
Ｂ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｇ
■
■
■
■
■
●
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■
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■
■
．
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●
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一

一

つ
た
。
存
続
運
動
に
対
す
る
町
・去し
て
、
美
幸
線
建
設
に
備
え
転
換
は
不
可
能
だ
し
、
未
改
良
・
・

町
民
大
会
は
慎
重

－

た
。
国
鉄
や
道
が
い
よ
い
よ
ダ
の
道
路
が
多
い
。
歌
登
に
あ
つ
一
。

可
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
鯏
繍
翻
癖
翻
川
繩
蝋
翻
謝
綱
翻
澗
翻
鬮
鮒
綱
淵
卿
淵
蝋
鯛
溺
繍
鰡
鋤
鯏
矧
型
費
支
出
は
『
期
成
会
に
毎
年
七

織

れ
ど
、
ま
さ
か
な
く
な
ら
な
い
山
資
源
の
可
能
性
は
、
開
通
時
走
し
た
。

，
セ
御
鑪
津
活
せ
よ

胸
に
針
が
刺
さ
る
思
い
で
し
た
１
は
旅
客
用
だ
け
だ
が
、
貨
物
『
町
長
が
そ
こ
ま
で
…
』
『
過
疎

よ
』
Ｉ
長
谷
部
秀
見
美
深
町
長
を
一
部
つ
な
ぐ
こ
と
は
制
約
な
を
宣
伝
す
る
よ
う
な
も
の
。
自

小
腸
罰
蓬
蓄
震

は
へ
こ
う
言
っ
て
表
情
を
く
も
い
と
聞
い
て
い
る
し
…
』
と
道
分
の
売
名
行
為
で
は
…
』
と
の

ら
せ
る
。

の
責
任
を
強
調
す
る
。
声
も
出
た
。
だ
が
、
持
ち
前
の

二
十
二
日
、
道
が
設
置
し
た
，

小
委
員
会
で
美
幸
線
な
ど
四
線
自
ら
切
符
売
り
も
蕊
謹
雲
繩
蓬
死
一
』
州
蕊
剛
謙
謹

れ

に
つ
い
て
、
第
三
セ
ク
タ
ー
化
長
谷
部
町
長
の
〃
死
守
美
幸
衆
に
訴
え
た
こ
と
で
、
町
の
イ

誌
諦
一
ｒ
継
鯉
融
鱸
趾
椒
柵
運

か
バ
ス
転
換
か
の
審
議
が
始
ま
線
〃
の
活
動
は
、
マ
ス
コ
ミ
を
メ
－
ジ
を
高
め
る
思
わ
ぬ
効
果

つ
た
。
期
限
は
二
か
月
。
二
十
通
じ
て
全
国
に
知
ら
れ
る
。
五
が
あ
っ
た
。
見
知
ら
ぬ
人
が
来

六
日
に
は
、
国
鉄
側
が
小
委
の
十
一
年
に
は
廃
止
反
対
と
観
光
町
し
て
、
タ
バ
コ
の
消
費
税
や

『
道
が
万
一
、
出
資
を
見
送

結
論
を
見
守
り
、
十
一
月
ま
で
開
発
を
結
び
つ
け
て
「
ぴ
ふ
か
お
土
産
類
の
売
り
上
げ
も
伸
び

る
事
態
は
、
ま
だ
考
え
た
く
な

あ
る
花
嫁
の

０
１
■
ｄ
ロ

‐
副
ゞ
１
７
‐
１
価
ｆ
み
う
型
．
７
‐
一
ｆ
配
列
県
二
割
刷
り
埋
去
，
‐
ど
】
に
脱
〃
ｌ
－
Ｅ
ｂ
ゼ
ご
そ

錫
霧
議
凝
撫
罐
鯛
剛
鯨
蕊
灘
鑿

の
：

の
る
蓋
の
言
葉
蝦
蕊
例
零
Ｌ
な
松
山
湿
原
雲
つ
り
」
を
塁

五
十
三
年
秋
か
ら
東
京
・
銀
座
．
一
伊
‐
ド
レ
デ
リ
ケ
ー
ト
な
時
期
。
期
成
会
、
枝
幸
間
は
違
う
。
豪
雪
で
バ
ス
い
る
。
（
滝
川
康
治
記
者
）
霊

『
先
日
、
町
の
花
嫁
募
集
作
期
成
会
は
道
に
一
億
円
の
出
な
ど
で
自
ら
〃
切
符
販
売
作
戦
〃

瀬
侭
際
の
》
》

美
幸
線’

Ⅱ
０
画
１
１
９
４

可
Ｆ
Ｉ
Ｉ
ｊ

た
』
と
振
り
返
る
。

百
万
円
を
計
上
し
た
程
度
』
（
ど
と
口
元
を
ひ
き
締
め
、
軌

切
符
・
カ
ボ
チ
ャ
作
戦
は
、
相
場
武
町
企
画
課
長
）
と
い
う
。
道
時
代
を
引
き
合
い
に
出
す
。

出
張
の
際
な
ど
に
行
い
、
少
な
そ
れ
だ
け
に
、
セ
ク
タ
ー
実
『
隣
の
歌
登
町
で
は
、
四
十
年

い
経
費
で
最
大
限
の
効
果
を
狙
現
は
譲
れ
ぬ
要
求
で
あ
る
。
代
に
泣
く
泣
く
町
営
軌
道
を
撤

葛

②

費
支
出
は
『
期
成
会
に
毎
年
七
田
Ｅ
０
フ
芸
、
便
秘
”
員
た
。
国
鉄
や
道
が
い
よ
い
よ
ダ
の
道
路
が
多
い
。
歌
登
に
あ
っ
渥

十
五
万
円
、
五
十
七
年
度
に
セ
五
十
七
年
に
期
成
会
は
セ
ク
メ
と
言
う
の
な
ら
、
這
が
）
独
た
鉱
山
の
幹
部
は
「
列
車
が
通
一
一●の

ク
タ
ー
収
支
予
測
調
査
費
に
五
タ
ー
転
換
を
打
ち
出
す
。
民
間
自
に
軌
道
を
復
活
さ
せ
よ
Ｉ
と
れ
ば
操
業
を
再
開
し
た
い
」
と
一
一

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
委
託
し
た
訴
え
た
い
く
ら
い
だ
』
と
語
気
明
言
し
て
い
る
。
農
地
開
発
に
一

郵
懲
鯛
源
憎
諦
織
灘
畿
儲
朏
綴
油
窺
畿
縣
緋
輝
雄
鈍
翌
一

陛
旧
一
牌
に
燗
悶
騨
櫻
耽
溺
謹
轄
傭
鮮
蠅
瀞
陸
耀
詫
雛
噸
る
』
と
き
っ
程

譲れぬｾｸﾀー の道
｢死守｣掲げ続け正念場に

’

■
４
ｄ
ｐ
４
Ⅱ
ｒ
ｄ
９
Ｄ
０
０
ｌ
４
ト
ー
１
０
１
８

可

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一
一

一
一

一
一

一
一
・

一
一
・

一
一

一
一
‐
・
“

一
一

一
一一

一
一

一
一

／

報
謝
〆
″

■
ｒ
Ｊ
．

＃
評
Ⅳ
昨
〆 ／

ﾉノ Ｊ
頚
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③
■

て
国
鉄
に
怒
り
を
ぶ
つ
け
る
。

美
深
町
仁
宇
布
か
ら
歌
登
町
と
豪
雪
に
あ
っ
て
は
、
相
当
難
昭
和
八
年
に
は
完
成
．
運
営
主
閑
田
鯉
卵
塗
鰕
窪
篭
鞠
離
溌
潔
嵯

蒻
篝
蕊
長
ぃ
軌
道
の
歴
史
帥
霊
蓋
換
跳
脚
蕊
謹
慧
讓

市
街
地
に
向
け
、
道
道
美
深
’
し
い
と
感
じ
た
。

営
三
十
六
年
）
と
変
わ
っ
た

転

が
途
切
れ
、
し
ば
ら
く
改
良
工
『
道
道
は
少
し
ず
つ
改
良
す
・
が
、
旅
客
を
は
じ
め
、
で
ん
ぶ
一

の
溌
謹
篝
鑿
譲
謬
韓
弱

事
区
間
が
続
く
●
時
お
り
美
幸
る
の
だ
ろ
う
が
、
雪
も
多
い
し
ん
、
鉱
石
、
原
木
な
ど
の
出
荷

・
『
″
〈
〈
一
垂
》
部
長
）
と
厳
し
い
表
情
を
見
せ
る
。
ら
わ
な
く
て
は
困
る
。
鉄
道
が

線
の
鉄
床
や
卜
シ
津
ル
が
見
え
パ
ス
運
行
は
不
可
能
に
近
い
。
に
活
躍
し
た
。

隠
れ
す
る
。
山
あ
い
を
縫
う
よ
改
良
さ
れ
て
も
冬
は
無
理
、
ク
四
十
年
、
町
議
会
は
国
鉄
の
心
ｆ
１
１
慌
皿
処
？
国
鉄
は
無
責
任
ｆ
班
朏
帥
確
＃
咽
棚
蛙
塞
叩
糾
栖

蒸
欝
謙
蕊
詫
謹
藥
噸
墓
灘
馴
藥
難
い
‐
ノ
せ
『
赤
字
だ
か
ら
過
疎
地
の
者
ゞ
医
療
の
問
題
は
大
き
い
よ
』

い
、
車
が
よ
う
や
く
行
き
琴
同
町
の
昭
和
史
は
、
鉄
路
先
蝉
蕊
轤
簾
壺
ぐ
さ

艮
中
の
区
間
は
数
談
に
す
ぎ
な
鉄
道
の
重
要
性
を
説
く
。

蓬
謬
鷆
蕊
鶏
籠
零
蕊
總
鼈
鰹
蕊
潅
弱
ヨ
鼎
廼

露
蕊
灘
鵜
熟
議
溌
蜂
篭
壹
家
開

も
あ
る
◎
仁
宇
布
Ｉ
歌
登
間
の
ト
。
枝
幸
ま
で
の
約
十
六
今
回
へ
高
く
積
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
美
一

ハ
ス
転
換
は
、
こ
の
道
路
状
況
志
美
宇
丹
ま
で
士
一
二
尋
口
が
幸
線
建
設
が
ス
ト
ッ
プ
つ
・
『
か

騒
騒
綴
騒
■
嬢
灘
織
蕊
“
登
駅
霊
地
に
は
敷
菫
雷
築
が
篝
れ
た
ゞ

卜
血
轆
諏

Ｊ
・
日
・
・
Ｊ
１
・
〆
．
』
〆

．
・
ず
Ｊ
Ｉ
Ｆ
肝
Ｊ
Ｊ

・
ず
・
・
Ｉ
。
ｒ
・

．
・
Ｊ
・
ｒ
邨
川
〆
．
：
．
』

Ｊ
・
肌
．
ｒ
，
・

１
Ｊ
．
・
・
・
ｒ
・
．
１

日
Ｊ
・
Ｆ
印
Ⅱ
■
・

Ｉ
Ｆ
■
．
。
■
．

Ｉ
．
・
・
・
ず
。
・
・
・
・

■
Ｉ
ｆ
・
日
１
．
日
．
．
．
■
Ｊ
■

・
・
Ｊ
１
■
・
日
Ｉ
Ｆ
：
■
・
』

．
・
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
１
．
０
Ｉ
研

一

一

と
成
田
参
事
は
続
け
た
。

『
全
線
開
通
は
町
を
挙
げ
〒

の
念
願
。
軌
道
を
外
し
て
ま
《

建
設
を
待
ち
望
ん
だ
。
あ
れ
溶

け
路
床
を
作
り
、
い
ま
投
げ
る

の
で
は
情
け
な
ど
ｉ
同
町
志

エ
会
（
安
田
哲
二
会
長
）
の
休

職
定
男
事
務
局
長
は
こ
う
語

亀
セ
ク
タ
ー
化
に
伴
う
赤
字

豚
地
元
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
難
し
い
問
題
も
多
い
。

『
も
ち
ろ
ん
赤
字
の
不
安
は
あ

包
硫
、
多
』
孔
こ
迄
コ
ニ
ゞ
？
陰
ご
‐

賀
の
は
険
く
山
間
罰

屑
雇
α
拒
悩
代
力
画

思
う
三
塵
鉄
道
の

刀分鄙
朝聞碧

と
難
待
を
寄
せ
る
。

牛
の
軌
道
の
歴
史
を
椿

泓
一
般
町
民
の
声
は

け
な
か
っ
た
が
、
鉄
道

痔
は
美
深
町
民
よ
り
も

太
き
い
も
の
が
あ
る
。
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『
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一
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声
フ
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｜
｜
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《
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一
ぱ
．
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榧

一
一
引
圭

言
舳
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一
リ
『
｜

●
四一
一
り
Ｌ

ｐ
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一
一

口
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一
一

●
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一
対
」

②
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一

“
■

一
一
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■
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一
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ii
ii
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ii
ii
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ii
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ii
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ii
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ii
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ii
ii
ii
ii
ii
ii
ii
ii
ii
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美
幸
線
廃
止
反
対
運
動
も
、
こ
セ
ク
タ
ー
化
を
打
ち
出
す
必
要
切
り
捨
て
に
も
つ
な
が
っ
て
し

う
し
た
動
き
と
絡
め
て
、
ア
ピ
は
な
い
。
理
事
者
側
の
対
応
は
、
ま
う
』
と
危
機
感
を
募
ら
せ
る
。

勵
鴻
離
艫
蕊
鄭
轤
卿
剛
潔
雅
溌
運
動
の
輪
広
げ
て

深
会
議
（
細
川
通
俊
識
長
）
の
あ
っ
た
。
同
会
議
の
美
幸
線
廃
止
反
対

諸
岡
勇
事
務
局
長
Ⅱ
美
深
駅
勤
だ
が
、
国
鉄
の
最
後
通
告
、
運
動
は
、
国
鉄
再
建
法
の
成
立

務
Ⅱ
は
、
こ
う
言
っ
て
口
元
を
道
の
小
委
員
会
の
動
き
ｌ
な
ど
（
五
十
五
年
）
以
後
、
精
力
的

引
き
締
め
る
。
町
理
事
者
と
時
大
詰
め
を
迎
え
る
中
で
、
『
国
に
展
開
さ
れ
る
。
構
成
員
は
地

に
共
同
歩
調
を
取
り
、
存
続
運
鉄
の
手
か
ら
離
れ
る
の
は
問
題
区
労
や
農
民
連
盟
、
企
業
組
合

動
を
支
え
た
同
会
識
。
タ
イ
ム
だ
が
、
鉄
路
を
残
そ
う
と
い
う
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
。
沿
線
住
民

リ
ミ
ッ
ト
を
前
に
、
運
動
の
盛
姿
勢
は
評
価
で
き
る
。
五
十
年
や
経
済
団
体
と
一
緒
に
行
動
し

り
上
が
り
は
今
ひ
と
つ
だ
。
間
の
悲
願
で
も
あ
り
、
住
民
の
た
こ
と
も
あ
る
。

理
事
者
側
を
評
価
幌
塔
雛
眺
融
繩
篭
馴
ス
鮎
脈
料
馴
龍
聯
隊

「
国
鉄
の
分
割
・
民
営
化
反
態
の
推
移
を
見
守
る
構
え
だ
。
反
対
す
る
請
願
」
を
提
出
し
た

対
」
を
唱
え
る
同
会
議
に
と
つ
『
過
疎
だ
か
ら
ｌ
と
切
り
捨
て
り
、
恵
深
橋
の
架
け
換
え
、
踏

『
国
鉄
は
、
再
建
を
口
実
に
宗
て
、
期
成
会
が
打
ち
出
し
た
第
て
も
、
国
鉄
の
累
積
赤
字
が
解
勿
⑰
酬
卿
叩
挑
垂
吋
岬
↑
割
近
く
が
無
関
心
派
。
五
十
七
度
目
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
予
定
し
さ
め
た
目
で
存
廃
の
行
方
を

谷

錬
黙
難
蕊
鯉
罐
艤
襲
鶚
瀧
鑿

谷
本
線
の
旅
客
駅
を
停
留
所
に
三
セ
ク
タ
ー
転
換
は
、
疑
問
の
消
士
る
保
障
は
な
い
。
鉄
路
を

格
下
げ
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
残
る
も
の
だ
っ
た
。
『
早
急
に
残
さ
な
け
れ
ば
、
宗
谷
本
線
の

一
一
》
国
は

た
○
町
職
員
の
音
楽
グ
ル
ー
プ
民
生
活
を
脅
か
す
形
で
押
し
つ
二

国
鉄
職
員
を
中
心
に
し
た
動
き
務
局
長
は
振
り
返
る
。

》
綱
引
剛
剛
釧
胴
卿
噸
澱
詞
卿
輔
鋤
測
鯛
澗
科
蝿
肌
諦
噛
捌
鈩
呼
紗
肚
舜
鮎
舘
》
一
無
関
心
層
の
多
さ
伽
鮎
加
密
峰
醍
Ⅷ
碗
峨
峨
幟
↑
剛
塞
獺
燗
華
雫
鐸
繩
審
郵
崎
一

運
動
の
輪
広
げ
て

同
会
議
の
美
幸
線
廃
止
反
対

運
動
は
、
国
鉄
再
建
法
の
成
立

（
五
十
五
年
）
以
後
、
精
力
的

に
展
開
さ
れ
る
。
構
成
員
は
地

区
労
や
農
民
連
盟
、
企
業
組
合

な
ど
の
メ
ン
バ
ー
。
沿
線
住
民

や
経
済
団
体
と
一
緒
に
行
動
し

た
こ
と
も
あ
る
。

「
マ
イ
カ
ー
を
優
先
し
、
バ

ス
を
廃
止
す
る
運
政
審
縛
申
に

反
対
す
る
請
願
」
を
提
出
し
た

り
、
恵
深
橋
の
架
け
換
え
、
踏

み
切
り
警
報
装
置
の
設
置
、
過

疎
バ
ス
・
・
・
な
ど
と
、
交
通
問
題

全
般
に
も
取
り
組
ん
だ
。
町
内

に
は
『
民
間
の
存
続
運
動
は
、

や
っ
た
。
こ
ん
な
こ
と
で
も
や
理
事
者
や
同
会
議
の
奔
走
に
実
現
し
た
「
美
幸
線
廃
止
反
対
な
い
。
第
三
セ
ク
タ
ー
に
し
て

④
壱
か
尭
尋
、
町
民
の
存
続
レ
ッ
ド
コ
ン
サ
ー
ト
」
だ
。
参
も
、
意
味
寡
か
っ
て
ぃ
蓋

譲
薊
へ
の
参
加
意
欲
は
今
ひ
と
加
者
た
ち
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
町
民
が
い
っ
ぱ
い
い
る
。
演
奏

招
ん
｛
函
》
鵡
轌
糾
塞
藷
謡
電
切
り
捨
て
反
対
砺
謹
篭
潔
雌

線
鉄
路
＆
寄
撫
難
雛
識
難
韓
難
蕊

学
が
解

ら
な
け
れ
ば
、
ア
ピ
ー
ル
で
き

な
か
っ
た
。
広
が
り
は
少
な
か

っ
た
が
、
住
民
に
頼
り
に
さ
れ

て
き
た
面
は
あ
る
』
と
諸
岡
事

許せば次は宗谷線だ
１
１
１

無関心層の中で模索続く １
１
１
１

っ
て
い
て
嫁
国
鉄
解
体
に
つ
な

が
る
』
。
先
艮
町
内
三
駅
の
停

留
所
化
に
反
対
す
る
集
会
に
も

美
幸
線
存
続
を
盛
り
込
ん
だ
。

存
続
の
願
い
歌
に

昨
年
秋
、
美
幸
線
列
車
内
に

ギ
タ
ー
の
音
と
歌
声
が
響
い

材
料
が
少
な
い
中
、

ら
は
新
た
な
運
動
を

。
ご
次
線
の
廃
止

れ
る
と
、
次
は
宗
谷

に
な
る
。
新
幹
線
建

ツ
ケ
が
ロ
ー
カ
ル
線

け
ら
れ
て
い
る
。
黙

が
あ
る
」
が
約
五
四

は
関
心
が
薄
い
層
だ

う
し
た
風
潮
は
、
大

え
た
今
も
そ
う
変
わ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
ｑ
ｐ
Ｉ
Ｉ

雲え廃方SOSが呼びかけた昨年9月の廃止反対ﾖﾝｻｰﾄｰｰｰ今翌ｲ丁産需演薯七毛蔀
年も10月13日の開催に向けて準備が謹んでいるーて止をと奏奏いてい分､
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を
Ｉ
と
い
う
美
深
町
民
は
、
あ
の
商
工
会
青
年
部
が
、
期
成
会
重
要
だ
よ
』
と
思
い
を
語
る
。
、
ｍ
Ｉ
Ｕ
上
』
恥
Ｊ
憂
慮
す
る
。

蕊
紗
蘂
繩
蕊
襄
蕊
消
え
た
バ
ス
構
想
に
戎
惑
難
難

ま
り
い
な
い
。
宗
谷
線
の
方
が
総
会
に
向
け
て
「
第
三
セ
ク
タ
こ
う
し
た
声
は
、
害
年
た
ち
に

重
大
問
題
だ
。
（
セ
ク
タ
ー
を
）
－
に
よ
る
全
線
開
通
を
ｌ
」
と
根
強
い
と
い
う
。

》
冒
自
々
／
州
騨
牽
溌
卿
墹
燗
湘
難

字
を
抱
え
る
の
で
は
・
・
・
』
１
期
っ
て
の
行
動
』
（
大
塚
一
博
美
四
年
ほ
ど
前
、
美
深
町
商
工

成
会
の
セ
ク
タ
ー
論
議
を
よ
そ
深
町
商
工
会
青
年
部
長
）
と
狙
会
（
園
部
正
利
会
長
）
は
『
大

〃
ノ
鯆
鰊
瓢
鱸
臓
獺

に
、
こ
う
し
た
声
が
少
な
く
な
い
を
語
る
。

通
北
一
の
ス
ー
パ
ー
跡
地
を
（

運
叱
舞
蕊
謹

い
。
故
・
松
浦
周
太
郎
氏
の
大
だ
が
、
町
内
の
あ
る
商
業
青
ス
セ
ン
タ
ー
に
改
造
、
浜
頓
別
、

き
な
政
治
力
も
あ
り
、
㈹
建
設
が
年
は
『
万
難
を
排
し
て
開
通
さ
幌
加
内
、
名
寄
、
音
威
子
府
方

字
、
！
あ
る
画
か
政
治
家
や
地
″

進
ん
だ
美
幸
線
。
〃
赤
字
線
町
せ
よ
う
と
の
声
は
少
な
い
。
建
面
へ
の
輸
送
拠
点
に
Ｉ
』
と
い

薄
註
漏
騨
蒸

長
奮
戦
〃
で
全
国
に
知
ら
れ
た
て
前
で
は
セ
ク
タ
ー
促
進
だ
う
構
想
を
ま
と
め
た
。
商
店
街

半
面
、
真
剣
に
セ
ク
タ
ー
化
を
が
、
沿
線
に
経
済
基
盤
を
確
立
の
活
性
化
と
絡
め
①
一
階
を
（

赤
￥
喜
代
臺
董
ゞ

支
え
よ
う
と
す
る
町
民
は
意
外
す
る
将
来
図
が
な
い
。
美
幸
線
ス
セ
ン
タ
ー
に
②
二
階
を
共
同

に
少
な
く
、
近
く
出
る
道
の
結
が
で
き
て
も
、
こ
の
町
が
生
き
店
舗
に
③
三
階
を
貸
室
に
Ｉ
と

手
厳
し
い
意
見
。
道
に
対
す
る

論
を
さ
め
た
目
で
待
つ
。
残
れ
る
わ
け
じ
ゃ
な
く
、
転
換
い
う
プ
ラ
ン
だ
っ
た
。
出
資
要
請
に
つ
い
て
『
本
来
、

い請
よし罰
・て第
何も三
と予セ
し算ク
てが夕
もつI
全く、

雷芋誓
通な要

塞青
三年

義た
、ち
歌の

箕思

菫い
り道､交

菫蓋篁
深るは
駅のも
のでつ
無はと
人§有
化・効
反そな
対れ使
がよい

配乙ト

ボの動
茎墨勇？
行はをを
し政求や
て治める
い的るの
る駆のな
吟けがら
と引ス、
現きジ町
状だ。民
をけ上に

る民出論
必自をす

壽暑臺臺
るつ識が
ｰと・しな

貞毒童､：
町に上町

昊寶壺鬘
いイ像く
えドを食

毫亀誉這

需篝蓬
雲雲道涛

譽臺章垂

’

：
、
調
徽野

↓
閥

１
１

バ
ス
構
想
は
、
①
美
幸
線
の
見
な
か
っ
た
が
、
あ
る
関
係
者
国
を
追
求
す
べ
き
な
の
蝿
知

存
廃
は
商
店
に
大
き
な
影
響
が
は
『
列
車
よ
り
パ
ス
が
快
適
Ｉ
事
に
難
題
を
突
き
つ
け
、
す
べ

な
い
②
美
深
ｌ
浜
頓
別
間
の
パ
と
の
声
も
あ
り
、
今
は
本
当
に
て
道
に
責
任
を
押
し
つ
け
る
シ

ス
路
線
化
で
道
路
整
備
が
可
能
美
幸
線
が
必
要
な
の
か
、
町
民
ナ
リ
オ
で
は
な
い
か
』
と
み
る

⑤

●
●

③
オ
ホ
ー
ツ
ク
側
か
ら
名
篭
間
の
詰
め
が
大
切
だ
と
思
う
』
町
民
も
い
る
。
期
成
会
が
セ
ク
会
の
大
切
さ
を
訴
え
る
声
も
各
冨

旭
川
圏
へ
の
道
が
開
け
る
’
な
と
問
題
を
投
げ
か
け
る
。

結
局
、
こ
の
構
想
は
実
現
ゞ
〃
政
治
線
“
の
宿
命
峰
雑
識
瀞
膳
溌
黙
灘
鰯
一
一

ど
を
推
進
理
由
に
挙
げ
た
。

あ
る
農
業
関
係
者
は
『
た
し
て
い
な
い
。
町
民
の
多
く
は
、
力
者
と
道
、
国
鉄
間
の
龍
け
こ

壁
陛
鯆
墹
碓
憩
黙
鵠
織
灘
灘
膿
鱈
總
畿
箭
錬
鑑
許
一

士
戸
ゞ
り
そ
う
だ
．
道
と
地
元
側
の
窪

、
ノ
き
鵯
篝
蘂
恥
鴻
畢
譲
腎
町
民
が
識
セ
ク
字
収
支
予
測
は
、
大
二

赤字運営に心酉己の声
所薄いセクター支持の動き
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『
セ
ク
タ
ー
に
は
膨
大
な
赤

字
が
予
想
さ
れ
る
。
町
や
道
が

補
て
ん
す
る
必
要
が
あ
り
、
財

政
難
の
時
代
に
後
世
の
住
民
に

マ
イ
ナ
ス
遺
産
を
残
す
。
あ
れ

だ
け
町
長
た
ち
が
熱
心
な
の

に
、
セ
ク
タ
ー
促
進
を
訴
え
る

手
紙
す
ら
一
通
も
来
な
い
…
』

Ｉ
道
の
担
当
者
は
こ
う
言
っ

て
い
ぶ
か
る
。
国
鉄
と
期
成
会

の
挾
み
撃
ち
に
遭
い
、
苦
悩
す

る
道
当
局
。
小
委
員
会
の
答
申

を
待
ち
、
セ
ク
タ
ー
か
バ
ス
転

換
か
の
結
論
を
下
す
期
限
は
、

来
月
い
つ
ぱ
い
に
迫
っ
た
。

要
補
て
ん
は
釘
億

美
幸
線
と
興
浜
南
・
北
線
の

第
三
セ
ク
タ
ー
化
に
つ
い
て
、

道
は
昨
年
度
、
収
支
予
測
調
査

を
行
っ
た
。
最
も
条
件
の
良
い

ケ
ー
ス
で
典
①
全
線
開
通
の
六

十
二
年
に
赤
字
額
が
二
億
九
千

万
円
②
転
換
交
付
金
を
積
み
立

て
た
基
金
の
利
息
、
国
庫
補
助

を
受
け
て
も
、
要
補
て
ん
額
の

累
計
は
七
十
五
年
で
三
十
七
億

に
上
る
ｌ
と
い
う
厳
し
い
結
果

が
出
た
。
同
調
査
は
『
積
雪
寒

冷
の
条
件
を
考
慮
し
、
仙
台
陸

運
局
管
内
の
民
営
鉄
道
の
収
支

を
参
考
に
試
算
し
た
』
（
道
開
発

調
整
部
交
通
対
策
課
）
も
の
だ
。

厳
し
い
見
通
し
に
、
道
は
セ
ク

タ
ー
化
に
難
色
を
表
明
、
小
委

員
会
に
検
討
を
委
ね
た
。

道
試
算
と
、
地
元
が
民
間
調

査
機
関
に
委
託
し
て
ま
と
め
た

’

試
算
と
は
、
際
立
っ
た
対
照
を

ｊ
：
訓

危
論

み
せ
る
。
輸
送
密
度
や
観
光
客

の
入
り
込
み
を
道
試
算
よ
り
多

産
結

く
見
積
も
り
、
諸
経
費
を
低
く

で

抑
え
た
た
め
だ
。
地
元
試
算
は

「
六
十
二
年
に
一
億
五
千
万
円

哩
週
曲
叩

の
赤
字
を
出
す
が
、
七
十
年
に

九
千
万
円
の
黒
字
転
換
す
る
」
の

蕊
護
憲
ス
ち

ら
見
通
し
の
甘
さ
を
指
摘
さ

ナ
撃

れ
、
期
成
会
は
先
ご
ろ
修
正
案

を
ま
と
め
て
い
る
。

み

十
謹
躍
雲
季
イ
挾

人
（
う
ち
一
般
職
二
十
二
人
）
、

マ

中
古
改
造
列
車
三
両
（
ワ
ン
マ

ン
運
行
）
、
現
行
の
一
・
七
三
倍

の
運
賃
で
運
賞
一
億
一
手
六

百
万
円
あ
ま
り
の
赤
字
が
生
ず
で
は
安
全
性
に
疑
問
が
あ
る
』

る
Ｉ
と
い
う
内
容
。
保
安
要
員
、
『
ト
ン
ネ
ル
保
守
、
燃
料
代
の

人
件
費
、
運
動
費
な
ど
は
道
案
見
禎
も
り
瀞
甘
避
な
ど
と
、

よ
り
か
な
り
低
く
試
算
。
国
鉄
実
現
を
疑
問
視
す
る
指
摘
が
出

⑥
津F

l9ヘ

ず
る
な
ら
と
も
か
く
、
保
守
要

員
灘
少
な
す
ぎ
る
。
高
齢
の

国
鉄
③
Ｂ
の
ワ
ン
マ
ン
運
行

マイナス遺産危ぶむ
挾み撃ちの中で結論急ぐ

真
剣
な
論
議
を
ｌ

道
の
担
当
者
は
、
修
正
案
に

つ
い
て
①
収
入
は
道
試
算
の
最

も
良
い
ケ
ー
ス
を
採
用
す
る

が
、
運
賃
ア
ッ
プ
に
伴
う
旅
客

離
れ
が
心
配
②
七
十
五
年
の
一

日
営
業
キ
ロ
当
た
り
鉄
道
利
用

が
道
三
十
四
人
、
地
元
三
百
二

十
六
人
と
差
が
大
き
い
③
観
光

客
の
入
り
込
み
予
測
が
、
道
試

算
と
十
倍
の
開
き
が
あ
る
Ｉ
な

ど
の
疑
問
点
を
指
摘
○
国
っ

た
ん
セ
ク
タ
ー
を
出
発
さ
せ
れ

ば
、
無
責
任
な
運
営
は
で
き
な

い
。
昔
の
簡
易
軌
道
と
は
違
う

社
会
的
責
任
が
求
め
ら
れ
る
。

沿
線
三
町
や
道
は
赤
字
補
て
ん

を
迫
ら
れ
、
後
世
に
マ
イ
ナ
ス

通
産
を
残
す
こ
と
に
な
ら
な
い

か
』
（
相
沢
知
交
通
対
策
課
長
）

と
苦
悩
の
表
情
を
見
せ
る
。

道
の
小
委
員
会
は
、
十
六
日

に
修
正
案
の
検
討
と
問
題
点
の

整
理
を
本
格
化
さ
せ
、
来
月
初

旬
に
は
現
地
調
査
を
行
う
予

定
。
『
最
低
四
～
五
回
の
検
討

作
業
を
行
い
、
十
一
月
中
旬
に

は
答
申
原
案
を
ま
と
め
た
ご

（
相
沢
課
長
）
。
答
申
を
尊
重
し

て
、
横
路
知
事
が
セ
ク
タ
ー
化

か
、
パ
ス
転
換
か
の
判
断
を
下

鉄
道
管
理
局
の
担
当
者
は
『
道

は
必
ず
十
一
月
中
に
態
度
を
決

定
す
る
は
ず
。
ま
た
結
論
が
長

引
く
の
で
は
、
新
た
な
方
法
を

考
え
な
け
れ
ば
…
』
と
い
う
。

期
成
会
が
セ
ク
タ
ー
に
固
執

し
、
道
が
バ
ス
転
換
を
打
ち
出

し
て
調
整
が
つ
か
な
い
場
合
は

ど
う
な
る
か
Ｉ
。
見
切
り
発
車

の
場
合
、
転
換
交
付
金
（
美
深

ｌ
仁
宇
布
間
六
億
円
あ
ま
り
）

は
出
な
い
。
『
当
面
、
国
鉄
が

委
託
し
て
交
通
手
段
を
確
保
す

る
。
そ
の
場
合
の
収
支
な
ど
の

検
討
も
行
っ
て
い
る
』
（
旭
鉄

担
当
者
）
と
い
う
方
法
し
か
残

ら
な
い
。
こ
の
場
合
、
国
鉄
が

長
期
間
に
わ
た
っ
て
赤
字
必
至

の
運
行
を
続
け
る
の
か
Ｉ
と
の

不
安
は
解
消
さ
れ
な
い
。

地
域
の
将
来
図
と
収
支
予
測

を
か
み
合
わ
せ
、
真
剣
な
論
議

を
深
め
る
時
期
が
き
て
い
る
。

萢
川
康
治
肥
者
）

、
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部
分
開
通
か
ら
一
千
年
ｌ
瀬
は
着
工
。
総
工
費
八
億
四
千
万

戸
際
に
立
つ
美
幸
線
の
運
命
円
を
投
じ
て
、
美
深
ｌ
仁
宇
布

は
、
来
月
ま
と
ま
る
道
小
委
員
間
の
開
業
を
み
る
の
は
三
十
九

会
の
答
申
で
方
向
づ
け
ら
れ
年
で
あ
る
。

る
。
期
成
会
は
セ
ク
タ
ー
要
求
以
後
、
未
開
通
区
間
の
路
床

を
崩
さ
な
い
。
い
っ
た
い
美
幸
工
事
が
進
む
が
、
国
鉄
再
建
法

線
は
ど
う
な
る
の
か
ｌ
ｌ
ら
の
成
立
と
前
後
し
て
、
レ
ー
ル

六
回
の
連
載
を
振
り
返
り
、
や
枕
木
を
搬
入
し
た
ま
ま
工
事

同
線
の
行
方
や
行
政
、
住
民
の
が
ス
ト
ッ
プ
。
元
運
輸
大
臣
の

課
題
を
考
え
て
み
た
。

故
・
松
浦
周
太
郎
氏
ら
の
力
添

．
（
滝
川
康
治
肥
者
）
え
で
建
設
が
進
ん
だ
同
線
は
、
、

墜
掴
の
波
の
中
で
Ⅷ
鯆
穂
諏
蝿
攪
脅

敷
設
促
進
の
運
動
は
、
昭
和
い
ま
美
幸
線
は
、
本
来
「
国

初
期
か
ら
始
ま
っ
た
。
戦
後
、
鉄
Ｖ
Ｓ
地
一
恋
と
い
う
存
廃
論

四
尾
六
七
町
長
（
現
道
議
）
の
下
議
を
第
三
者
で
あ
る
道
に
委
ね

ぐ
中
央
へ
の
請
願
が
進
む
一
‐
て
し
ま
っ
た
。
セ
ク
タ
ー
構
想

々
調
査
線
の
決
定
（
三
十
一
を
巡
り
、
住
民
間
で
議
論
す
る

壬
を
経
て
、
翌
三
十
二
年
に
場
が
与
え
ら
れ
ぬ
ま
ま
、
有
力

ii
ii
ii
ii
ii
ii
ii
ii
ii
ii
ii
ii
ii
ii
ii
ii
ii
ii
ii
M

脚
W
ii
ii
ii
ii
〃

詞
・
の
テ

I

’

Ｊ
１
毎
ｑ
ｆ

際
の

者
と
道
、
国
鉄
と
の
〃
駆
け
引
‐
口
０
日
Ⅱ
Ｉ
冊
は
閉

弘
調
蹴

き
々
で
最
終
場
面
を
迎
え
る
。

他
力
本
願
の
姿
勢

『
全
線
開
通
は
五
十
年
来
の
唾
一
走
必
一
迅
毒
Ⅲ
垂

職
蹴
嬬
織
恥

毎
蓮
は
今
ひ
と
つ
。
町
長
自
ら

切
符
・
カ
ボ
チ
ャ
作
戦
な
ど
で

吟

〃
死
守
″
を
熱
っ
ぽ
く
訴
え
た

見
の

が
、
民
間
の
存
齢
菖
翰
》
が
高
け

れ
ば
、
こ
う
し
た
〃
一
人
相
撲
“

算

来

も
必
要
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
‐

昨
隼
鈴
音
威
子
府
瀞
で
天
北

試

線
廃
止
反
対
運
動
を
縦
け
る
Ｕ

将

さ
ん
と
話
す
機
会
が
あ
っ
た
。

。
固
の
大
き
な
流
れ
の
中
で
、
《

い
ず
れ
廃
止
が
強
行
さ
れ
る
だ
‐

ろ
う
。
で
も
、
商
工
業
者
や
労
深
町
内
で
地
域
交
通
の
将
来
像

働
者
が
村
の
現
況
を
調
べ
、
真
を
真
剣
に
討
議
す
る
空
気
は
薄

剣
に
運
動
を
続
け
る
エ
ネ
ル
ギ
く
、
〃
あ
な
た
ま
か
せ
“
の
観

－
は
、
廃
止
後
の
セ
ク
タ
ー
転
が
強
い
。
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